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施設名： 静岡医療福祉センター児童部

時 期 ： ①平成28年 8月30日       

受付苦情内容（原文） 

入所中の児童から外部（静岡県）へ虐待通報がなされた。 

状況説明 

静岡県障害者政策課から「職員より虐待を受けた」という趣旨の手紙が届

いたと連絡があった。 

平成 28 年 8 月 30 日 16：30 頃、入所児Ａ（当時 16 歳：入所歴 6 年 4 カ

月）、入所児Ｂ（当時 16 歳：入所歴 11 年 5 カ月）の二人がＣＤデッキの

無断使用の件で、自室で喧嘩をしていた。入所児Ａが細い棒を持って喧嘩

をしていた。 

同室の児童に呼ばれ、仲裁のために訪室した職員Ｃ（当時 24 歳：職員歴 4

年3カ月）に棒で叩かれたと入所児Ａが訴えた。 

回答（対応） 

中央児童相談所の職員が来所し、児童との面接を行った。その後、静岡市

障害者福祉課の職員が来所、状況確認と関係職員への聞き取りを行った。 

静岡市からの指示を受けて内部調査を行った。 

今回の虐待通報に関して、静岡市児童処遇審査部会を開催した結果、「本

件に関しては、虐待の認定はできない。虐待があったともなかったともい

えない状態」と判断され、静岡市障害者福祉課より改善指導事項（3 頁）

が示された。 

現在、指導事項を踏まえ、<分析・検証>、<マニュアル・手順書の作成>、 

<研修の実施>、<情報共有>、<職員研修および教育>、<療育および余暇の充

実>などの改善策に取り組んでいる。（4頁～5頁) 
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施設名： 静岡医療福祉センター児童部

時 期 ： ②平成29年 1月4日       

受付苦情内容（原文） 

①（2頁）のケースと同じ入所児Ａから、職員Ｃによる虐待の訴えが、再

び児童部・看護師へ口頭でなされた。 

状況説明 

平成 29 年 1 月 4 日 22：30 頃、居室のベッド上で入所児Ａがマスターベ

ーションをしている時に、見回りのため訪室した職員に股間を引っ張られ

たとの訴え。 

静岡市障害者福祉課へ児童部側から通報した。 

回答（対応） 

内部調査を行い、静岡市障害者福祉課へ報告。中央児童相談所の職員が来

所し、児童との面接を行った。面接内容は中央児童相談所から静岡市障害

者福祉課へ報告された。静岡市障害者福祉課の職員が来所し、調査報告を

行った児童部・児童指導員に状況確認等の聞き取りを行った。 

今回の虐待通報に関して、静岡市障害者福祉課より「本件に関しては、虐

待認定は出来ない。」との調査結果報告があった。 

現在、①（2 頁）のケースの対策に加え、<リスク管理>、<支援に対する不

満の解消>、<当該職員と当該児童の 1対 1 の接触を避ける>などの改善策に

取り組んでいる。 
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施設名：静岡県川奈臨海学園 

時 期 ： 平成29年8月1日 

受付苦情内容（原文） 

職員の発言についての苦情 

〔入所児童 （中学 3 年生、14 歳、女子）の叔母より電話にて〕 

姪は、無断外出(7 月 21 日)をした。その行為はよくないと思

う。無断外出の翌日（22 日）に、（叔母が）面会に川奈臨海学

園へ行った際、職員からの話を受けたが、その内容について受

け止めきれないでいる。 

職員から、姪の様子の説明を受けた。その説明から、「今後

も、無断外出のような行動があると、学園には、いられないか

もしれない。通塾や高校へは行くことができないかもしれな

い」と受け止めた。 

また、姪と話す中で、無断外出をした行動もよくないが、職

員からの言葉かけの中で、非難されるような言われ方をしてい

る。姪は、ここで生活するしかないと思っている中、そのよう

な言われ方をされ、人格を否定されてしまうように受け止めた

ようだ。姪の生活を追い込むような発言をする職員がいるよう

であり、中学生で反抗的なこともあると思うが、姪の気持ちを

追い込むような発言は避けてほしい。この状況を施設長に伝え

たかった。話をし、理解してもらえるならよい。該当の職員へ

どのような思いで伝えたのか確認をしてほしい。 

状況説明 

７月 21 日、上記入所児童（中学 3 年生、14 歳、女子）：入

所歴 7 年〕が、職員の態度に不満を持ち２名（中学 3 年生、女

子）で無断外出した。職員は、施設の内外を捜索したが、20 時

過ぎても帰園しない為、学園から警察へ届け出た結果、同日 22

時 20 分に伊東市内で無事保護。 

帰園後、自らの行動を振り返るために、個室にて個別の対応

を行っていた。 

翌 22 日、保護者である叔母が面会に来園時、顛末を報告し

た。 

8 月 1 日、叔母から電話にて上記内容の訴えがあった。 
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回答（対応） 

7 月 23 日当該職員（入職 6 年）に確認した。「叔母と話す中

で、現在、姪が個室対応・個別対応の最中で、通塾は再び無断

外出に繋がることも考えられるため、現在は通塾させないとい

う意味である。高校進学については、本人に勉強をやる気にな

ってもらいたいことと、職員に嫌悪感を抱く場面があっても、

川奈学園での生活をすることを受け止めていないと高校へ進学

しても続かないという意味合いで説明をした。丁寧に状況を説

明し、その場では叔母からも共感・同感を得たように思えた。

しかし、結果的には上記のように思われてしまったことについ

て申し訳なく思い反省する。 

  施設長からは、職員全体へ、自分の発言を相手がどのように

受け止めるか今一度考えることを求めた。 
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静岡県川奈臨海学園 意見箱について

平成 28 年度静岡県指導監査等で、苦情受付について、子どもたちの要望や意見と苦情につい

ては、分けて対応してはどうかとアドバイスをもらい、平成 28 年度から検討してきました。 

今回、平成 28 年８月から平成 29 年１月までの意見箱へ入っていた意見を下記のように対応し

ました。 

意見箱について   平成 28 年８月２日～平成 29 年１月 23 日 受付についての回答 

意見箱に入っていた意見について、回答します。皆さんが意見を書いてから、だいぶ経ってし

まってからの回答で、ごめんなさい。 

皆さんの意見について、解決できるように、職員とも相談しました。皆さんの考えている事は

しっかり受け止めます。 

皆さんも、職員の話、学園の約束、日課は守りましょう。みんなが生活しやすい川奈臨海学園

となるよう、協力していきましょう。 

意見箱に意見を入れる時は名前を書かなくてもよいと伝えてはありますが、だれからの意見か、

わからないことが多く、解決してあげられないことがあります。もし、名前を書いても大丈夫と

思う人は、名前を書いてください。              川奈臨海学園 竹居 昭子

受付日   意      見   回              答 

8 月 2 日 さかなのあぶらが多い。

あぶらっこい。さかなが

でることが多い。 

あぶらっこい場合はその場で職員または

給食さんへ伝えてください。魚屋さんに確

認します。 

魚がにがてな人の意見でしょうか。魚も少

しずつ好きになってほしいです。メニュー

には魚は組み込みます。調理方法を工夫し

ます。 

8 月 2 日 えんぴつをいれてほしい 補充したと思いますが、足りない場合は、

その場にいる職員へ伝えてください。状況

がわかればすぐに入れてもらうようにし

ます。 

8 月 2 日 無視したりすぐいらつく

し、そういうことが、大

きらい 

お友だちとのトラブルのようですね。いや

だったのですね。その場にいる職員や担当

の職員へ相談してください。みんなで解決

しましょう。部屋会議を開きましょう。 

9 月 2 日 調理パンの種類を変えて

ほしい。22 日の夕食のお

弁当はみな同じだったけ

ど、今度は自分たちで選

べるようにしてほしい。

調理パンの種類は検討します。 

お弁当は、次回からは選べるようにしても

らいます。 
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受付日   意      見   回              答 

9 月 2 日 ボールペンをかりてなく

した。弁償してほしい 

部屋での話し合いをお願いしました。解決

したと思いますが、どうだったでしょう。

9月 14 日 ○○さんがいつもあさ起

きてうるさい。まねする。

あそんでいると人をとっ

てくる。嫌になる。どう

したらよいですか 

その場にいる職員へ相談するか担当の職

員へ相談してください。担当へは伝えまし

た。解決できましたか。 

9 月 14 日 へや替えの日をちがくし

てほしい。 

まんがを入れ替えてほし

い。ケーキがでてほしい。

部屋替えは、年度の切り替えです。マンガ

などどのようなものが読みたいのか話し

やすい職員へ伝えてください。ケーキはい

つもは出せませんが、給食さんへ伝えてお

きます。（デザートで出たと思います） 

9 月 14 日 遊んでいるとついてくる どのような様子であったか、その場にいる

職員に教えてくださいね。遊んでいるとこ

ろへついてきて、嫌な思いをしてしまった

のですね。また、嫌な思いをするようなと

きは相談してください。 

他にも、名前を挙げて、意見箱に入れてあった意見もありました。各担当さんへ対応をお願いし

ましたが、話し合ってもらえましたか。 

受付日   意      見   回              答 

11 月 9 日 〇〇先生がうざいです どのような場面でのことだったのでしょ

うか。状況を話しやすい職員へ話をしまし

ょう。何かあれば教えてくださいね。 

11 月 9 日 いつになったら、パソコ

ンが使えるか。 

パソコンが使いたい時は、職員に伝えてく

ださい。使用目的や使用方法は確認します

が、心理室で使用できるようにしていま

す。 

11 月 9 日 実習生との関わり方 どのような場面であるかその場で職員へ

伝えてください。実習生の方にも確認しま

す。 

1 月 23 日 放送をわかりやすくして

ほしい。ジュースの販売

を知らせる放送はわかり

やすくしてほしい。 

職員の中で確認してもらうようにします。

また、わかりにくい場合があれば、その場

で伝えてください。 
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受付日   意      見   回              答 

1 月 23 日 鶏肉の皮が苦手なのでは

ずしてほしい。 

給食さんに確認しました。皮がついている

方がパサつきは少ないので、食べやすいと

思います。ただし、どうしても食べること

ができないのであれば、魚の皮と同様に検

討してもらってくださいということでし

た。（残してもよいと思います）検討して

もらいます。 

1 月 23 日 卵かけごはんを出してほ

しい。 

保健所から出してもよいという許可がえ

られませんでした。ごめんなさい。 

1 月 23 日 パンをジャム付きでトー

ストにしてほしい。 

トーストを時々出してもらうよう給食さ

んに頼みました。その後、出ましたか。 
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